
地元が補助事業を活用する際にハードルとなる事務作業をＪＡが行う
ことで、希望する全ての集落営農法人が暗渠排水を迅速に整備。

基

盤

暗渠排水の整備による汎用化でほ場の活用可能性が向上

地

域

の
取

組

地域一体となった販路拡大 高収益作物の作付面積の拡大と所得向上

○ 全農とＪＡ、大手豆乳メーカーが連携した契約栽
培を持ちかけ、集落営農法人の栽培面積拡大。

○ 豆乳用の新品種大豆「すみさやか」の作付面積
は２年で急増し、出荷量の増（約７倍）に伴い、所
得の安定向上に貢献している。

○ 以前からJAが中心となり、
「すし米」の契約栽培や輸出等
の先進的な取組を地域ぐるみ
で推進。

○ ＪＡが基盤整備の分野でも地
域を主導したことで、まとまった
農地で排水改良がなされ、大豆
の産地化が進んだことにより企
業との契約栽培を呼び込む。

（R2年～）

基盤整備

【取組地域の概要】

○位置
滋賀県東近江市

○主要作物
・水稲、麦、大豆等

○主な支援施策
・経営体育成基盤整備事業（Ｓ５４～）

・農地耕作条件改善事業（Ｒ２～）

滋賀県

がもうなんぶ

【滋賀県東近江市】地域ぐるみで水田を汎用化！大豆の契約栽培拡大で経営が安定！
ひがしおうみし

農業の成⻑産業化

【出典：
令和３年度 JA滋賀蒲生町農談会資料】

⾷料安保 デジ⽥ ⼥性活躍団体営

ひがしおうみし

蒲生南部地域

【工夫のポイント】

○ 以前からＪＡが中心となり、「すし米」
の契約栽培や輸出等、先進的な取組を
地域ぐるみで推進。

○ 営農に支障となるほ場の排水不良の
解消に向け、JA主導で暗渠整備を推進
（整備を希望する法人の取りまとめ、事
務支援等） 。

○ 大手豆乳メーカーと全農が、まとまっ
た汎用化水田が存在する当地域に着目。
豆乳用の新品種大豆「すみさやか」の契
約栽培面積が急拡大し、農業の所得向
上に貢献。

排水不良の状況排水不良が解消され汎用化されたほ場

7.1

52.3

0 20 40 60

R1

R3
汎用化で
大豆栽培が可能に

暗渠排水管の敷設状況

新品種大豆
「すみさやか」

現地研修会
に参加する
若手農業者

加工用大豆の
契約栽培ほ場

【整備前】

過去に整備された水田の排水
不良により、高収益作物への転
換等、営農の新たな展開に支障。

担

い

手

○ 集落営農組織の法人化や若
手農業者の組織化を進めるとと
もに、研修会などを通じた組織
間連携を促進し、市場ニーズを
捉えた生産体制を拡大・強化。

組織間連携と生産体制の強化

約７倍！

「すみさやか」の出荷量（ｔ）
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○ ほ場整備の実施により農地の大区
画化を図り、大型機械やラジコン機械
の導入を実現。

○ 農地中間管理事業を活用し、担い
手へ農地を集積・集約化。野菜団地を
創設するとともに、加工・販売、商品の
ブランド化を推進。

○ 農業就労者の高齢化が進む中、給
排水栓設備のICT化により水管理労力
が半減。

○ 自動排水栓を用いたスマート田ん
ぼダムにより、降雨時における水田か
らの流出量を大幅に低減。地域防災
力が向上。

担
い
手

○ 栽培した大豆、米、トウモロコシ
の加工・販売による６次産業化。

○ 無添加「ほっとするお味噌」は
ひょうご推奨ブランドを取得。

県営ほ場整備事業により整備された95.8haの農地のうち、担い手である
「㈱たつのアグリ」が管理する農地は44ha。うち２割にあたる9.4haにおいて
自動給排水栓設備を導入。

【工夫のポイント】

基

盤

生

産

現

場

大型機械等の導入による
営農の効率化・ほ場の汎用化

ICT機器の導入による省力化・治水効果の向上

○ 大型機械の導入やラジコン
ボートを用いた除草剤散布等
により、営農の効率化と品質向
上、コスト削減を実現。

○ 高収益作物のトウモロコシ栽
培や、市内食品メーカーとの大
豆等の契約栽培を実施。

【取組地域の概要】

○位置
兵庫県たつの市

○主要作物
・水稲、そば、小麦、トウモロコシ、大豆等

○主な支援施策
・県営農地整備事業（経営体育成型）

・スマート田んぼダム実証事業（R3)

【兵庫県たつの市】ICT水管理を用いたスマート農業と「地域防災」への取組 ⾷料安保 団体営

水管理のICT化による営農の効率化

加
工
・流
通

高付加価値化と６次産業化の推進
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（H3～H11）

デジ⽥

(香住町)
浜坂町

温泉町

(竹野町)

(城崎町)

(豊岡市)

(村岡町)

(美方町)

(日高町)

(但東町)

(和田山町)

(山東町)

(朝来町)

(生野町)

南光町

(波賀町)

(一宮町)(千種町)

(山崎町)

佐用町

新宮町

上月町 三日月町

御津町

揖保川町

黒田庄町

夢前町

吉川町

(淡路町)

(津名町)

(北淡町)

(一宮町)

(東浦町)

龍野市

三木市

西脇市

香寺町

(出石町)

（関宮町）

（大屋町）

（八鹿町）

（養父町）

（青垣町）

（春日町）

（山南町）

（氷上町）

（市島町）

（柏原町）

（西淡町） （三原町）

（緑町）

（南淡町）

安富町

⼥性活躍

金剛山地区
こんごうさん

自動排水栓

自動給水栓

○ 農地中間管理事業を活用し、
「㈱たつのアグリ」へ農地を集積・
集約化。

（整備区域の約46％(44ha)を集積） トウロモコシ栽培

兵庫県

二次
整備
（R3年）

47.2

100

金剛山

一般ほ場 管理時間が
半減！！

降雨時の流出量が
大幅に低減！！

スマート田んぼ
ダム実施区域

ラジコンボート

大型農業機械

管理労力調査結果【一般ほ場を100としたときの作業時間】

○ 遠隔操作が可能なICT機器（自動給排水栓設備）
の導入により、更なる管理時間の短縮、省力化。

スマート田んぼダム
降雨時【一斉貯留】

○ 遠隔操作が可能な自動排水栓を用いたスマート
田んぼダムにより、治水（貯留）効果が大幅に向上。

一般ほ場

田んぼダム

スマート田んぼダム

スマート田んぼダム
【一斉排水】

水
田
流
出
量0.2

0

0.4

0.6

0.8

（mm/10min）

8/11
0：00

8/11
12：00

8/12
0：00

8/12
12：00

8/13
0：00

8/13
12：00

8/14
0：00

8/14
12：00

8/15
0：00

8/15
12：00

8/16
0：00

㈱たつのアグリ
管理農地区域

担い手への農地集積

整備前

基盤
整備

（H3年～H11年）

【整備前】

ほ場は狭小・不整形
で、効率的な農作業に
支障。



○ 多様化する国内外の消費
者ニーズに対応するため、体
験型観光農園を展開(スタッ
フは8割が女性)。また、水洗
トイレ等、来場者をもてなす
環境も整備。

○ 大区画のほ場を造成し、共同機械の導入と観光
農園の取組によりぶどうの作付面積は２倍に、畑
地かんがい施設の整備により反当たり収量は1.6倍
に増加。(有田落葉果樹生産組合への聴き取り)

○ 来園者や生産者スタッフに配慮した環境が整っ
たことで女性の就業者が地区全体の70％超に、ま
た、来場者数も整備前の約1.3倍に増加。

快適なトイレ

⾷料安保 デジ⽥ 団体営 ⼥性活躍【和歌山県有田郡有田川町】基盤整備を契機とした観光ぶどう園「有田巨峰村」の取組み
ありだぐんありだがわちょう

加
工･

流
通

○ 大区画のほ場が造成されたことで、農業生産性
が向上し、高収益作物の生産が拡大。

○ 畑地かんがい施設を整備することで作物の品質
と収量が向上。

○ ほ場整備、農業用水の確保によりぶ

どうの品質向上、収量増を実現。

○ 大規模農業に対応するため、スピード

スプレーヤを導入し、共同防除を開始。

○ 消費者ニーズに応じて、市場出荷型

から観光農園型へシフト。

○ 来場者への配慮として、衛生環境が

整備された結果、生産者スタッフにも優

しい環境となり、女性の参画率がアップ。

【整備前】
急傾斜で不整形な農地は、農作業の省力

化や高収益作物への転換に支障。

【工夫のポイント】

基

盤

大区画化及びかんがい施設等、段階的な基盤整備

生

産

現

場

生産組合の設立と共同防除の取組 基盤整備と地域の取組(ハード＆ソフト)
により収益力がUPし、女性が活躍

消費者ニーズに応じて販売形態をシフト
地

域
の
取
組

○ 生産組合を設立し、共
同出荷施設を整備すると
ともに、スピードスプレー
ヤによる共同防除を開始。

【取組地域の概要】

○位置
和歌山県有田郡有田川町（過疎・半島）

ありだぐんありだがわちょう

和歌山県

○主要作物
・ぶどう、柿 等

○主な支援施策
・団体営農地開発事業(S49～S54)

・団体営かんがい排水事業（S59～S61）

・水利施設等保全高度化事業(R4～R8)

ため池下流域の状況大区画化されたほ場

SSを活用した共同防除

（S49年～S61年）

基盤整備

かん水の状況

「有田巨峰村」の魅力を高める６次産業化

○ 圧巻のロケーション
を活かし、園内にカフェ
を開設し、四季折々の
特産品を提供。 テラス席からの

眺望

女性の就業者が
8割以上の農園も
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川口地区
かわぐち

園内のぶどうを
用いたタルト

手散布による防除整備前の川口地区

20,000

15,000

70

50

S62 H30 H23 H30
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100

0 0

＜働く女性の割合＞

(％)

＜観光ぶどう園来場者数＞

20,000
(人)

10,000

約1.4倍！

約1.3倍！

21 (ha)
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20
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＜ぶどうの作付面積＞ ＜反当たり収量＞

約２倍！
約1.6倍！



○位置
広島県安芸高田市

○ 区画整理やかんがい施設，暗渠排
水等の基盤整備により、まとまりのあ
る営農効率の良い農地を確保。

○ 農地整備の計画に合わせ、県内外
からの新たな担い手の参入を推進。

○ 実需者ニーズが高い高収益作物を
大規模に生産することで、産地収益性
を向上。

【工夫のポイント】

【取組地域の概要】

基

盤

あきたかたし

農地の大区画化と生産条件の改善

（H26年～R3年）

基盤整備

○ 農地の大区画化・排水対策等の基盤整備により、実
需者ニーズに対応した高収益作物の生産を実現。

基盤整備と地域の取組が
一体となった収益力の向上

広島県
原山地区

持続的な地域雇用の創出

はらやま

暗渠布設状況

基盤整備前

新規参入企業
（イオンアグリ創造）

新規参入企業
（モスファームすずなり）

○ 新たな担い手として企業が参加す
ることにより、地域雇用を創出。

○ 地元高校から新卒採用を行い、
担い手を確保するとともに、地域の
方をパートタイムで雇用。 レタスの収穫状況

基盤整備後
かんがい施設

【整備前】
戦後の緊急開拓事業により実施したまと

まりのある農地が、担い手の高齢化、施設
の老朽化等により、遊休化。

農業の成⻑産業化⾷料安保 デジ⽥ 団体営 ⼥性活躍基盤整備により営農効率が良く生産性が高い営農への転換 【広島県安芸高田市】

加
工
・流
通

生
産
現
場

担
い
手

○ まとまった農地を確保し、区画
整理や排水対策等を実施するこ
とで、担い手が求める営農効率の
良い農地を確保。

集積率 31％ ⇒ 92％

○ 新たな担い手（企業）が持つ
独自の販路を活用することで、
収穫から流通における省力化
及び収益性の向上を実現。

貯蔵施設（保冷庫）

収穫

流通ノウハウの活用と出荷コストの縮減

労働生産性の向上

○ 営農効率の良いまとまった農地を確保するこ
とで、県内外からの新たな担い手（参入企業）へ
の集積が進み、農業生産額が増加。

R3実績事業実施前
（H25）

１５百万円

主要作物等
（レタス、ネギ等）

水稲

６９百万円

約４．６倍

あきたかたし

○主要作物
・キャベツ、レタス 等

○主な支援施策
・農業競争力強化農地整備事業

（経営体育成型） （H26～R3）

○ 新規参入企業による地域雇用の創出など、
事業をきっかけとして地域が活性化。
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○ 大区画化、汎用化により、営農効
率の良いほ場が整備され、担い手へ
の農地集積・集約化を促進。

○ 事業を契機に、担い手となる農事
組合法人を設立。（平成25年）

○ 米や小麦といった土地利用型作物
と併せて、たまねぎやキャベツなどの
高収益作物を導入し、多様な作物生
産による収益性の向上を実現。

コウノトリとれんこん田

H29.9月東京初出荷

【整備前】
不整形で狭小な農地であり、地区北側

の河川は水位が高く、洪水時の排水が
困難になることから、

水稲主体の個別営農。

区画整理による基盤の嵩上げ、用排水路の分離、地
下水位制御システムの導入、用水のパイプライン化等
により、ほ場の排水性の改良や農作業の効率化が図ら
れ、法人による畑作物の生産が拡大。

【工夫のポイント】

基

盤

ほ場整備による営農の効率化

（H23年～R3年）

生
産
現
場

農事組合法人による営農体系の確立 区画整理による農地集積と

畑作物の生産拡大

○ 集落営農法人の構成員の高齢化等に
対応し、地域農業の持続的発展を目指
すため、防府市大道地域の3集落営農法
人と認定農業者が共同出資して株式会
社(集落営農法人連合体)を設立。

○ 連合体では、ドローンを活用した農薬
散布や資材の共同購入、機械共同利用
による各法人のコスト縮減や、人材育成
へ取り組む。

地
域
の
取
組

集落営農法人連合体の設立

○ ほ場整備と、それを契機に設立さ
れた集落営農法人による営農を進
めることで、担い手への農地集積・
集約化の促進や畑作物の生産額向
上が図られた。

○ 地域の豊かな農業を守っていくため
「農事組合法人下津領」を設立。

○ 水稲主体の営農から、小麦、たまね
ぎ、キャベツ等の作物の栽培へ転換。

○ キャベツの生産は、女性理事が担っ
ており、調整作業等では地域へ貢献す
るために地元の方を雇用。

地下水位制御システム
整備前全景

基盤整備

【取組地域の概要】

山口県

下津令地区
しもつりょう

ほ場整備を契機とした集落営農法人の営農展開 農業の成⻑産業化

降雨時湛水状況（整備前）
高収益作物栽培（キャベツ）

⾷料安保 デジ⽥ 団体営 ⼥性活躍【山口県防府市】
ほ う ふ し

○位置
山口県防府市

ほ う ふ し

○主要作物
・水稲、小麦、たまねぎ、キャベツ 等

○主な支援施策
・農業競争力強化農地整備事業（H23～R3）

・多面的機能支払交付金（H19～）

ドローンによる農薬散布

共同利用機械（麦播種）

キャベツの出荷調整

タマネギ収穫

585

24倍

24

300

H22 R3

畑作物の生産額（万円）
（万円)

0

600

(ha)

0

H22 R3

38.5

集積率 94％

20

40

0

担い手の農地集積（ha)
（地区面積41.1ha）

0

H22 R3

99

50

0

100

担い手経営農地の
集約化率（％）

(％)

畑作物生産拡大(麦)
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○ 地域農業の競争力強化を図るため、

区画整理等によりスマート農業導入の

ための基盤を整備。

○ 施設園芸企業を誘致し、スマート農

業による実証と普及拠点となる高度環

境制御型園芸ハウスを整備。

○ 産官学連携による次世代人材育成

を実施。

【整備前】
区画が狭小、農地に段差が

あったことから、広がりのある基
盤の整備が必要。

区画拡大と排水改良、水質の良い用水の安定確保により、
施設園芸の導入が可能となり、高収益作物の品質・収量が
向上。

【工夫のポイント】

基

盤

基盤整備の実施と吉野川北岸用水の利用による
高度環境制御型園芸ハウスの導入

（R1年）

生

産

現

場

高度環境制御型園芸ハウスの導入 スマート農業を活用した

地域農業モデルの推進

地
域
の
取
組

農産物の高付加価値化（国産）の取組

○ 高収益トマト生産モデル
の実証と普及拠点として、
企業が高度環境制御型園
芸ハウスを整備。・・・。

加
工
・流
通

人材育成と地域貢献

基盤整備

【取組地域の概要】

○位置
徳島県阿波市

○主要作物
・レタス、白ナス、ミニトマト等

○主な支援施策
・農地耕作条件改善事業（R1）

・強い農業･担い手づくり総合支援交付金
（R1～R2）

・県営土地改良総合整備事業(H8～H10)

・国営かんがい排水事業（S46～H元）

徳島県

美納地･池下地区

あわし

みのうち･いけのした

【徳島県阿波市】「基盤整備」＋「高度環境制御栽培施設」＋「企業誘致」の取組
あわし

農業の成⻑産業化
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○ 次世代を担う人材育成に向け、県、
市、徳島大学、参入企業等が連携協定
を締結。・

○ 農業を魅力ある職業にすべく、市内
小学生の見学を受け入れ、新しい農業
の姿として紹介。・

農地耕作条件改善事業
区画整理の状況

幹線用水路

広がりがある農地
着手前

段差あり
池田ダム取水口

ファームポンド

○ 担い手に農地を集積・集約
するとともに、スマート農業技
術の導入により生産性を向
上。輸入品から国内生産へ
シフト。

高度環境制御
園芸ハウス

用水
利用

区画が狭小

園芸ハウス内の
栽培状況

産学官連携協定の締結

小学生の見学受入れ

施設園芸アカデミーの
実践研修

従業員
（立ち上げメンバー）

整備後

1,068

3,595

0

1000

2000

3000

4000

全国平均 計画(３年目)

農業所得（千円／10a）

○ 業務用途のトマトは海外からの輸入が
大半を占める中、国内大手コンビニチェー
ンやハンバーガ－チェーンなどと取引のあ
る商社への契約出荷を増進。・

徳島県産ＧＡＰ認証
野菜を使用した商品

全国平均の
３倍以上を

目標

○ 県内農家を対
象とした「施設園
芸アカデミー」の
開講により次世
代の人材を育成。

○ 現地採用として
20名を雇用。役
員2名は会社設
立のため移住。


